
令和３年度（第 65回）岩手県教育研究発表会 開催要項 

 

 

１ 趣旨 

岩手県の教育課題を解決するために、県内各学校・園及び教育関係機関における実践研究の成果を

広く教育関係者に公開し、その理解と普及を図り、もって本県学校教育の質の向上に資する。 

 

２ 主催 

岩手県教育委員会 

 

３ 実施機関 

岩手県立総合教育センター 

 

４ 後援 

岩手県小学校長会 岩手県中学校長会 

岩手県高等学校長協会 岩手県特別支援学校連絡協議会 

岩手県市町村教育委員会協議会 岩手県教育研究所連盟 

岩手県小学校教育研究会 岩手県中学校教育研究会 

岩手県高等学校教育研究会 岩手県私学協会 

岩手県国公立幼稚園・こども園協議会 岩手県私立幼稚園・認定こども園連合会 

岩手県社会福祉協議会・保育協議会 岩手大学 

 

５ 期日及び実施形態 

令和４年２月 ９日（水） 全体会【ライブ型】※１  

令和４年２月 10日（木） 学びの改革プロジェクト研究発表【ライブ型】 

令和４年２月 14日（月）～28日（月） 分科会等【オンデマンド型】※２ 

 

※2/9実施「全体会」及び 2/10実施「学びの改革プロジェクト研究発表」の様子は、2/14からオ

ンデマンド型としても配信します。 

 

※１【ライブ型】   オンライン環境で、参加者がリアルタイムで講演を視聴する型。 

※２【オンデマンド型】オンライン環境で、事前録画した映像を視聴期間内に随時視聴する型 。 

eラーニングシステム「学びばこ」（株式会社テクノカルチャー）を使用。 

 

６ 会場 

  【ライブ型】【オンデマンド型】：各所属校等から視聴 

 

７ 全体テーマ 

新しい時代を拓く子どもたちの主体的な学びの充実を図るカリキュラム・マネジメント 

～主体的・対話的で深い学びの視点からの学習評価～ 

 

  



８ 内容 

（１）全体会【ライブ型】２月９日（水） 

〔講演〕 

新しい時代を拓く子どもたちの主体的な学びの充実を図るカリキュラム・マネジメント 

～主体的・対話的で深い学びの視点からの学習評価～ 

 

〔講師〕 

早稲田大学教職大学院 教授 田中 博之 氏 

※当日の様子は、分科会と同様の期間にオンデマンド型としても配信します。 

 

９:30～10:00 ライブ型接続開始 

10:00～10:15 開会行事 

挨拶 岩手県教育委員会   教育長 佐藤 博 

10:15～12:00 講演 

講師 早稲田大学教職大学院 教授  田中 博之 氏 

〔田中博之先生の御経歴〕  

早稲田大学教職大学院教授。専門は教育工学・教育方法学。 

1960年北九州市生まれ。大阪大学人間科学部卒業後、大阪大学大学院人間科学研究科博士後

期課程在学中に大阪大学人間科学部助手となり、その後大阪教育大学専任講師、助教授、教

授を経て、2009年 4月より現職。 

研究活動として、総合的な学習のカリキュラム開発、情報教育や小学校英語教育のカリキュ

ラム・単元開発、「主体的・対話的で深い学び」の授業研究、学級力の研究、学力調査の研究

など、これからの 21 世紀の学校に求められる新しい教育を作り出していく先進的な研究に

従事している。 

社会的活動として、文部科学省「全国学力・学習状況調査の分析・活用の推進に関する専門

家検討会議」委員（2007〜2019）を務める。 

 

（注）・Microsoft Teamsで配信します。 

・参加者は、岩手県内の方に限ります。 

・ライブ型は、岩手県内の学校・幼稚園・こども園・保育園・保育所・大学・教育行政機 

関の「学校単位」「所属単位」でのみ申込みを受け付けます。 

 

（２）学びの改革プロジェクト研究発表【ライブ型】２月 10日（木） 

   10:00～15:45 

※当日の様子は、分科会と同様の期間にオンデマンド型としても配信します。 

 

（注）・Zoomで配信します。 

・参加者は、岩手県内の方に限ります。 

・学びの改革プロジェクト研究発表は、当初特設分科会として予定していた「ICTを活用し

た『主体的・対話的で深い学び』の実現」と同内容です。 

 

（３）特設分科会【オンデマンド型】２月 14日（月）～２月 28日（月） 

・特設分科会１ 学力向上 

   ・特設分科会２ 校種間におけるカリキュラム・マネジメント 

   ・特設分科会３ コミュニティ・スクール 

   ・特設分科会４ 幼小接続 

  



（４）分科会【オンデマンド型】２月 14日（月）～２月 28日（月） 

01「国語」 02「社会／地理歴史・公民」 

03「算数／数学」 04「理科」 

05「音楽」 06「図画工作／美術」 

07「情報教育／家庭／技術・家庭／商業」 08「体育／保健体育」 

09「外国語活動／外国語」 10「幼児教育」 

11「教育相談」 12「特別支援教育」 

13「センターICT研究」 14「道徳教育」 

 

（５）企画展【オンデマンド型】２月 14日（月）～２月 28日（月） 

01学校紹介写真展 02学生科学賞入賞作品展 

03学校公開資料展  

 

９ 申込方法及び申込期限 

（１）申込方法 

「岩手教育情報交流ネット」から申込み https://www2.iwate-school.jp/ 

 

（２）申込期間 

令和３年 12月 22日（水）～令和４年１月 24日（月） 

 

（３）その他 

・オンデマンド型の申込み一つで、オンデマンド型の全ての発表、助言等を視聴することができま

す。 

・全体会「ライブ型」参加用 URL及び分科会等「オンデマンド型」参加用 ID・パスワードは、令和

４年１月 27日（木）にメールで送付します。 

  ・学びの改革研究プロジェクト「ライブ型」参加用 URL及び ID、パスコードは、令和４年２月１日

（火）に各学校等に送付します。 

 

10 その他 

・分科会として予定していた「特別の教科 道徳」（「豊かな心を育む道徳教育シンポジウム」）は、本

発表会とは別に独自開催することとしており、開催案内等は別途通知されます。問合せ等は、岩手

県教育委員会事務局学校教育室 義務教育担当（019-629-6137）にお願いします。 

・「いきる・かかわる・そなえる」は、本発表会の分科会となりますが、申込み、運営は学校教育室と

なり、開催案内等は別途通知されます。問合せ等は、岩手県教育委員会事務局学校教育室 産業・

復興教育担当（019-629-6206）にお願いします。 

 ・「学びの改革プロジェクト研究発表」ライブ型配信に関する問合せ等は、岩手県教育委員会事務局教

育企画室（019-629-6106）にお願いします。 

 

  



発表主題・発表者・講師・助言者等 
 

１ ライブ型 ２月９日（水）10:00～12:00 
  開会行事 挨拶 岩手県教育委員会 教育長 佐藤 博 

全体会  講演 
 内容 所属 職 氏名 

１ 

新しい時代を拓く子どもたちの主体的な学びの充実を

図るカリキュラム・マネジメント 

－主体的・対話的で深い学びの視点からの学習評価－ 

早稲田大学教職大学院 教授 田中 博之 

 

２ ライブ型 ２月 10日（木）10:00～15:45 
  特設分科会 
  学びの改革プロジェクト研究発表  

 内容 所属 職 氏名 

１ 
実施本部長挨拶 

総論説明 

岩手大学教育学部 

岩手大学教育学部 

学部長 

教授 

宇佐美 公生 

宮川 洋一 

２ ICTを活用した「主体的・対話的で深い学び」の実現 盛岡市立飯岡小学校 

３ ICTを活用した「主体的・対話的で深い学び」の実現 盛岡第三高等学校 

４ ICTを活用した「主体的・対話的で深い学び」の実現 盛岡市立飯岡中学校 

５ ICTを活用した「主体的・対話的で深い学び」の実現 花巻北高等学校 

６ ICTを活用した「主体的・対話的で深い学び」の実現 一戸町立一戸小学校 

７ ICTを活用した「主体的・対話的で深い学び」の実現 水沢高等学校 

８ ICTを活用した「主体的・対話的で深い学び」の実現 一戸町立一戸中学校 

９ 講評 岩手県立大学ソフトウェア情報学部 准教授 市川 尚 

    

３ オンデマンド型 ２月 14日（月）～２月 28日（月） 
（１）特設分科会 
   特設分科会１「学力向上」 

 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 

資質・能力を育成するための組織的な対

応について－中学校・高等学校の６年間

を見通した資質・能力の育成－ 

岩手県教育委員会 
一関第一高等学校 

一関第一高等学校附属中学校 

教諭 

教諭 

阿部 敬太 

濱田 隼也 

２ 
定期テストに頼らない「評価」の取組と

授業改善（仮題） 

岩手県教育委員会 

盛岡市教育委員会 
盛岡市立巻堀中学校 校長 西郷 晃 

     助言者 

所属 職 氏名 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 主任指導主事 小原 亮 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 指導主事 川原 敦士 

 

   特設分科会２「校種間におけるカリキュラム・マネジメント」 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 
主体的に活動する児童生徒の育成－考

え、表現する場の工夫を通して－ 
盛岡市教育委員会 盛岡市立玉山小学校 教諭 児玉 真由美 

２ 
主体的に活動する児童生徒の育成－考

え、表現する場の工夫を通して－ 
盛岡市教育委員会 盛岡市立玉山中学校 教諭 山田 奈美子 

３ 

新設教科「地域創造学」を中核とした教

育課程等の開発による社会的実践力の

育成－小・中・高等学校の滑らかな接続

を活かして－ 

住田町教育委員会 
住田町立世田米小学校 

住田町立有住中学校 

教諭 

教諭 

菊池 マキ 

伊東 昭信 

助言者 

所属 職 氏名 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 首席指導主事兼義務教育課長 三浦 隆 



   特設分科会３「コミュニティ・スクール」 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 

北上市の目指すコミュニティ・スクール

導入の在り方－学校運営協議会と地域

学校協働本部が連携・協働し一体となっ

て進める取組を通して－ 

北上市教育委員会 
北上市教育委員会 

北上市まちづくり部生涯学習文化課 

指導主事 

主査 

中野 誉史 

島田 晶夫 

２ 

岩泉町におけるコミュニティ・スクール

の取組－小本小・小本中の CS の取組を

中心として－ 

岩泉町教育委員会 岩泉町立小本中学校 副校長 佐々木 得洋 

３ 
学校運営協議会について－取り組みの

中での気付き－ 
岩手県教育委員会 一関工業高等学校 指導教諭 加藤 正 

４ 

学校運営協議会を活用したカリキュラ

ム・マネジメント－地域のちからを子ど

ものちからに（八幡平市の教育）－ 

八幡平市教育委員会 八幡平市教育委員会 

社会教育指

導員兼 CSア

ドバイザー 

藤嶋 茂美 

 

   特設分科会４「幼小接続」 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 
学びを共有する幼小接続－環境に主体

的にかかわる幼児の姿を通して－ 
一関市教育委員会 一関市立萩荘幼稚園 主任教諭 村上 久美 

２ 一関市における幼小接続について 一関市教育委員会 一関市教育委員会 指導主事 千葉 真 

助言者 

所属 職 氏名 

横浜市立恩田小学校 校長 寶來 生志子 

 

（２）分科会 
01 国語 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 

児童が自ら学び、達成感をもてる授業 

－国語科における、主体的に学び合う学

習活動の工夫を通して－ 

遠野市教育委員会 

遠野市教育研究所 
遠野市立遠野小学校 教諭 佐々木 侑香 

２ 

主体的・対話的に学ぶ子どもの育成－言

葉による見方・考え方を働かせた学習活

動の充実を通して－ 

一戸町教育委員会 一戸町立奥中山小学校 教諭 立花 はるか 

３ 

自分の考えを広げ深める子供を目指し

て－国語科における伝え合う活動を通

して－ 

八幡平市教育委員会 八幡平市立寄木小学校 教諭 赤川 幸代 

４ 

自分の考えを主体的に表現する児童の

育成－国語科における言語活動と考え

の交流を通して－ 

北上市教育委員会 北上市立黒沢尻西小学校 教諭 齋藤 祐 

５ 

確かな学力をはぐくむ学習指導のあり

方－考えたことを表現する活動を通し

て－ 

一関市教育委員会 一関市立一関小学校 教諭 熊谷 英治 

６ 

すべての生徒が分かる・できる喜びを実

感できる授業づくり－自己の学習状況

を捉え、新たな学びにつなげるための評

価－ 

矢巾町教育研究所 矢巾町立矢巾中学校 教諭 千葉 隆子 

７ 

主体的に学習に取り組む生徒の育成－

単元を見通し、振り返りから組み立てる

授業実践を通して－ 

一関市教育委員会 一関市立藤沢中学校 教諭 阿部 久仁子 

助言者 

所属 職 氏名 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 主任指導主事 後澤 大世 

 



02 社会／地理歴史・公民 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 

中学校社会科における主体的に学習に

取り組む生徒を育てる学習指導－ユニ

バーサルデザインの視点を取り入れた

授業実践を通して－ 

北上市教育研究所 北上市飯豊中学校 教諭 伊藤 裕佑 

２ 

多文化共生社会の形成に向けた学校教

育の実践－「イスラムのおもてなしハン

ドブック」の活用について－ 

高教研地歴・公民部会 盛岡第二高等学校 教諭 佐々木 赳人 

３ 

高等学校公民科「公共」における思考力、判断力、表現

力等を育む授業の在り方に関する研究－大項目Ｂの単元

構想の工夫と学習活動の充実を通して－ 

総合教育センター 長期研修生 板澤 毅尚 

助言者 

所属 職 氏名 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 主任指導主事 小池 光浩 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 指導主事 七木田 俊 

総合教育センター 研修指導主事 髙橋 正幸 

 

03 算数／数学 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 

分かった喜び、できた楽しさを感じる児

童の育成－全員で学び合うための教師

のコーディネートの工夫－ 

遠野市教育委員会 

遠野市教育研究所 
遠野市立土淵小学校 教諭 栗澤 由紀 

２ 

進んでコミュニケーションを図ろうと

する子どもの育成－算数科における「関

わり合い」を重視した数学的活動を通し

て－ 

九戸村教育委員会 九戸村立江刺家小学校 教諭 藤原 正臣 

３ 

「わかる」「できる」を実感する授業のあ

り方－自己課題に基づく算数科の授業

改善を通して－ 

久慈市教育委員会 久慈市立小久慈小学校 

教諭 

教諭 

教諭 

小関 江利子 

長嶌 真由子 

千葉 貴大 

４ 
反転授業の実践とその成果 

－主体性を重視した授業の仕掛け－ 
高教研数学部会 大船渡高等学校 教諭 山﨑 泰平 

助言者 

所属 職 氏名 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 主任指導主事 小原 亮 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 指導主事 佐藤 宏行 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 指導主事 鳩岡 史朗 

総合教育センター 研修指導主事 舘林 志穂 

 

04 理科 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 

自然の事物・現象についての問題を科学

的に解決する児童の育成－問題意識が

つながる授業づくりを通して－ 

二戸市教育委員会 二戸市立福岡小学校 教諭 千田  亜希 

２ 
仲間とともに高まり 学び続ける子ども

の育成－理科の授業改善を通して－ 
北上市教育委員会 北上市立黒沢尻北小学校 教諭 相墨 祥子 

３ 
確かな学びを支える授業の創造－学習

の連続性の構築を通して－ 
久慈市教育委員会 久慈市立三崎中学校 教諭 續石 暁子 

４ 

波動現象の可視化を目指した教材製作

とその利用－主体的に学ぶ力の育成を

目指して－ 

高教研理科部会 黒沢尻工業高等学校 教諭 澤山 純樹 

 



助言者 

所属 職 氏名 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 指導主事 千葉 哲朗 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 指導主事 砂沢 剛 

 

05 音楽 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 

すべての生徒が分かる・できる喜びを実

感できる授業づくり－自己の学習状況

を捉え、新たな学びにつなげるための評

価－ 

矢巾町教育委員会 矢巾町立矢巾中学校 教諭 高見 美保子 

２ 

生徒一人ひとりの「できた」「わかった」

を重視した、自己肯定感を高める授業開

発 

高教研音楽部会 岩泉高等学校 教諭 伊藤 京花 

助言者 

所属 職 氏名 

矢巾町教育委員会 指導主事 菊池 和裕 

総合教育センター 研修指導主事 赤坂 裕子 

 

06 図画工作／美術 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 

美術Ⅱ「鯖缶詰ラベルデザイン」授業実

践紹介－総合学科高校の系列を跨いだ

授業提携－ 

高教研美術工芸部会 久慈東高等学校 教諭 邊見 卓也 

助言者 

所属 職 氏名 

総合教育センター 研修指導主事 福田 勝雄 

 

07 情報教育／家庭／技術・家庭／商業 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 

子育ての環境・支援について考える指導

の工夫－家族や地域の人々へのインタ

ビューを通して－ 

高教研家庭部会 平舘高等学校 教諭 石川 千枝 

助言者 

所属 職 氏名 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 指導主事 川原 恵理子 

 

08 体育／保健体育 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 

自分の考えを伝え合い、意欲的に学ぶ子

どもの育成－体育科における「場の設

定」を工夫した授業づくりを通して－ 

雫石町教育委員会 

雫石町教育研究所 
雫石町立御所小学校 教諭 新沼 拓 

２ 

体つくり運動における授業づくり－知

識と運動を連動させ、合理的な解決に向

けて思考し判断する生徒の育成を目指

して－ 

久慈市教育委員会 久慈市立長内中学校 教諭 仁昌寺 雄基 

３ 

体育科を軸として取り組むオリンピッ

ク・パラリンピック教育－教科・領域、

各種教育と関連付けた指導の在り方－ 

宮古市教育委員会 宮古市立花輪小学校 副校長 根木地 淳 

 

 

 



助言者 

所属 職 氏名 

岩手県教育委員会事務局保健体育課 主任指導主事 齊藤 智彦 

岩手県教育委員会事務局保健体育課 主任指導主事 小野 甚市 

岩手県教育委員会事務局保健体育課 指導主事 尾 欣児 

 
09 外国語活動／外国語 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 

互いの思いや考えを汲み、伝え合おうと

する児童の育成－主体的に学び、表現し

合う活動を通して－ 

一関市教育委員会 一関市立大東小学校 教諭 刈谷 晋 

２ 

「深い学び」を実感できる授業の創造 

－単元デザインに基づいた授業づくり

を通して－ 

遠野市教育委員会 

遠野市教育研究所 
遠野市立遠野西中学校 教諭 阿部 和人 

３ 
学習意欲を高める探究的な授業の在り

方－言語活動×ICT－ 
高教研英語部会 大槌高等学校 教諭 鈴木 紗季 

助言者 

所属 職 氏名 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 主任指導主事 松本 諭 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 指導主事 伊藤 茂樹 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 指導主事 向口 千絵子 

 

10 幼児教育 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 

保小接続期におけるカリキュラムの編

成－交流活動による相互理解をカリキ

ュラム編成へ活かすボトムアップの試

み－ 

社会福祉協議会・保育協議会 
奥州市立幼保連携型認定こども園 

稲瀬わかば園 
園長 有住 百香里 

２ 
主体的な遊びが深まる保育を目指して 

－省察・評価を通して探る－ 
国公立幼稚園・こども園協議会 北上市立藤根幼稚園 主任教諭 木口 文香 

助言者 

所属 職 氏名 

総合教育センター 主任研修指導主事 吉田 澄江 

 

11 教育相談 
 内容  所属 職 氏名 

１ 「養成コース」修了生による実践発表 

花巻市立矢沢小学校 教諭 多田 健一 

前沢高等学校 教諭 庄司 綾 

盛岡青松支援学校 教諭  佐々木由佳利 

２ 「養成コース」長期研修生による実践発表 

盛岡市立本宮小学校 教諭 向井 史子 

奥州市立羽田小学校 教諭 今野 文 

宮古市立崎山中学校 教諭 佐々木 啓輔 

水沢農業高等学校 教諭 菊地 雅子 

盛岡となん支援学校 教諭 阿部 眞実 

助言者 

所属 職 氏名 

駒澤大学 教授 八巻 秀 

 

 

 

 

 



12 特別支援教育 
 内容  所属 職 氏名 

１ 

特別支援学校における障がい種に応じた専門性の向上と

指導の充実に関する研究－自立活動指導資料（聴覚障が

い）の作成を通して－ 

総合教育センター 長期研修生 及川 よりこ 

２ 
特別支援学校における図画工作科・美術科の授業づくり

に関する研究－文化芸術活動の充実に向けて－ 
総合教育センター 

研修指導主事 

研修指導主事 

福田 要 

阿部 真弓 

助言者 

所属 職 氏名 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 主任指導主事 鎌田 和茂 

 
13 センターICT研究 
 内容  所属 職 氏名 

 

ICTを活用した学習活動の充実に関する研究【２年研究】

（１年次）－教員の ICT 活用指導力の充実に資する実践

事例集の作成を通して－ 

   

１ 総論 

総合教育センター 

研修指導主事 太田 崇 

２ 

小学校 第５学年 理科「流れる水のはたらき」 

問題解決の過程において児童及び教師が情報を適切に活

用し理科の学習の充実を図ることに関する実践 

研修指導主事 田口 一茂 

３ 

小学校 ６学年 理科「植物のからだのはたらき」 

問題解決の過程において児童及び教師が情報を適切に活

用し理科の学習の充実を図ることに関する実践 

研修指導主事 田口 一茂 

４ 

小学校 第５学年 音楽科「日本の音階を使って、旋律

を反復させたり、変化させたりして、まとまりのある旋

律をつくろう」 

全体のまとまりを意識し、思いや意図をもってつくる活

動の充実に関する実践 

研修指導主事 赤坂 裕子 

５ 

中学校 第２学年 国語科「二つの文章を比較し、筆者

の表現の効果について考えよう」 

複数の文章を比較しながら読むことを通して論理的に考

える学習の充実に関する実践 

主任研修指導主事 小原 ひとみ 

６ 

中学校 第１学年 技術・家庭科〔家庭分野〕Ｂ衣食住

の生活 住生活 

住生活の課題を解決する学習の充実に関する実践 

研修指導主事 平松 敏康 

７ 

高等学校 第２学年 物理基礎（２）様々な物理現象と

エネルギーの利用 イ 波 

探究の過程において仮説を立て、検証する学習の充実を

図ることに関する実践 

主任研修指導主事 髙橋 国博 

８ 

高等学校 第２学年 生物基礎（２）生物の体内環境の

維持 ア 生物の体内環境 

探究の過程において資料を適切に活用し理科の学習の充

実を図ることに関する実践 

研修指導主事 野 裕子 

９ 

高等学校 第１学年 商業科 情報処理（３）情報の集

計と分析 

ビジネスに関わる表とグラフを検討することで、課題を

発見、解決する学習の充実に関する実践 

研修指導主事 新沼 智之 

助言者 

所属 職 氏名 

大迫高等学校 校長 三田 正巳 

一関市教育員会事務局 指導主事 柳原 和歌子 

大槌町教育員会事務局 指導主事 八重樫 英広 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 主任指導主事 後澤 大世 



岩手県教育委員会事務局学校教育室 指導主事 千葉 哲朗 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 指導主事 砂沢 剛 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 指導主事 中元 俊司 

 

14 道徳教育 
 内容 推薦団体 所属 職 氏名 

１ 

生き抜く力をはぐくむ道徳教育－人の

思いがわかり、自分で考え、判断し、よ

りよい行動ができる生徒の育成をめざ

して－ 

山田町教育委員会 山田町立山田中学校 教諭 小原 道宏 

助言者 

所属 職 氏名 

岩手県教育委員会事務局学校教育室 指導主事 七木田 俊 

 

（３）企画展 
01 学校紹介写真展 

〔趣旨〕 教育実践等で特徴的な取り組みを行い、成果をあげている学校を写真によって広

く紹介することにより、県内の教育向上に寄与する。 

〔内容〕 児童生徒の学校生活の様子や校舎等の紹介 

〔紹介校〕盛岡ひがし支援学校 

 

02 学生科学賞入賞作品展 
〔趣旨〕令和３年度第 65 回日本学生科学賞中央審査入選作品及び岩手県審査会における入

賞作品を掲載し、県内中・高等学校生徒の研究の成果を披露することで、科学研究

推進の一助とする。 

〔内容〕 令和３年度第 65回日本学生科学賞中央審査入選作品及び岩手県審査会入賞作品 

    の展示 

〔紹介校〕岩手大学教育学部附属中学校 

     岩手県立盛岡第三高等学校 

     岩手県立一関第一高等学校 

 

03 学校公開資料展 
〔趣旨〕 今年度学校公開した学校・園の研究内容とその成果について広く紹介することに

より、県内の教育活動の充実に寄与する。 

〔内容〕 研究の内容や成果等に関する紀要やリーフレット、授業の様子を収録した動画等 

 〔紹介校〕 

 学校 研究主題 

１ 盛岡市立仁王小学校 授業の改善－自律的に学ぶ子どもが育つ授業－ 

２ 盛岡市立城南小学校 

「学びを推進する力」を発揮しながら言語能力をよりよ

く獲得していく子供の育成－資質・能力の調和的な育成

を目指した国語科の授業づくりを通して－ 

３ 盛岡市立玉山中学校 
主体的に活動する児童生徒の育成－考え、表現する場の

工夫を通して－ 

４ 雫石町立雫石小学校 

課題や思いをもち、学びを深める子どもの育成－社会

科・生活科における「見方・考え方」を働かせる授業を

通して－ 

５ 葛巻町立小屋瀬中学校 
主体的に思考をつなぎ合う生徒の育成－学びを深める

話し合い活動の工夫を通して－ 

６ 
岩手町立沼宮内小学校 

岩手町立沼宮内中学校 

小中連携による確かな学力の育成－主体的・協働的な授

業づくり（９年間の学びの連続性）を通して－ 

７ 八幡平市立寄木小学校 
自分の考えを広げ深める子供を目指して－国語科にお

ける伝え合う活動を通して－ 



８ 八幡平市立西根中学校 
主体的に学ぶ生徒の育成－対話的な学びの充実を通し

て－ 

９ 
滝沢市立一本木小学校 

滝沢市立一本木中学校 

主体的に考え、表現する児童生徒の育成－９年間を見通

した教科指導の在り方－ 

10 花巻市立矢沢小学校 
主体的な学びに向かう児童の育成－「伝え合う活動」を

取り入れた学習指導の工夫－ 

11 花巻市立太田小学校 
共に学び、共に育ち合う子供の育成－対話的な活動を通

して「数学的な見方・考え方」を深める指導の在り方－ 

12 花巻市立大迫中学校 
基礎的・基本的な内容の定着を図る学習指導の在り方－

主体的に思考・対話する学びを通して－ 

13 北上市立黒沢尻西小学校 
自分の考えを主体的に表現する児童の育成－国語科に

おける言語活動と考えの交流を通して－ 

14 北上市立飯豊中学校 

主体的に学習に取り組む生徒を育てる学習指導－ユニ

バーサルデザインの視点を取り入れた授業実践を通し

て－ 

15 一関市立萩荘幼稚園 
学びを共有する幼小接続－環境に主体的に関わる幼児

の姿を通して－ 

16 一関市立一関小学校 
確かな学力をはぐくむ学習指導のあり方－考えたこと

を表現する活動を通して－ 

17 一関市立大東小学校 
互いの思いや考えを汲み、伝え合おうとする児童の育成
－主体的に学び、表現し合う活動を通して－ 

18 一関市立藤沢中学校 
主体的に学習に取り組む生徒の育成－単元を見通し、振
り返りから組み立てる授業実践を通して－ 

19 

住田町立世田米小学校 

住田町立有住小学校 

住田町立世田米中学校 

住田町立有住中学校 

岩手県立住田高等学校 

新設教科「地域創造学」を中核とした教育課程等の開発
による社会的実践力の育成－小・中・高等学校の滑らか
な接続を活かして－ 

20 釜石市立釜石中学校 
主体的に学びに向かう生徒の育成－生徒の「問い」を大
切にした授業を通して－ 

21 岩泉町立岩泉中学校 
対話的な学びを通じた確かな力の育成－コミュニケー

ション能力向上の取組を基盤として－ 

22 久慈市立三崎中学校 
「確かな学びを支える授業の創造」－学習の連続性の構

築を通して－ 

23 洋野町立向田小学校 
自己の生き方についての考えを深める児童の育成－道

徳科における対話を大切にした授業を通して－ 

24 二戸市立石切所小学校 

主体的・対話的で深い学びをする子どもの育成－算数科

における“つながり”を大切にした授業づくりを通して

－ 

25 軽米町立軽米小学校 
確かな学力を身に付け、進んで学ぶ児童の育成－ICTを

効果的に活用した授業を通して－ 

26 岩手大学教育学部附属小学校 １人１台端末を使った学びの充実へ向けて 

27 岩手大学教育学部附属中学校 
Society5.0 を生き抜く「人間の強み」を育む学びの構

想 

 



 お知らせ・お願い・問合せ先 
 

１ お知らせ 

オンデマンド型の申込み一つで、オンデマンド型の全ての発表、助言等を視聴することができま

す。 

 

２ お願い 

（１）【ライブ型】【オンデマンド型】に参加する方 

・全ての講演、発表、助言等の録画・録音等は不可とします。 

・アンケート記入（入力）に御協力ください。 

 

（２）【ライブ型】に参加する方 

・全体会は、同時視聴の人数に上限があるため、申込は所属単位とします。１つの画面を複数人

で視聴することを推奨します。 

  ・学びの改革プロジェクト研究発表の接続方法は、令和４年２月１日付けの各学校等への通知に

て御確認ください。 

 

３ 問合せ先 

（１）教育研究発表会全体に関して 

 岩手県立総合教育センター 企画担当           0198-27-2833 

 

（２）接続に関して 

   岩手県立総合教育センター 情報・産業教育担当 0198-27-2254 


